
２０２６年度事業計画書 

公益財団法人 日中医学協会 

- 1 -



目  次 
 
 
－事業の部－ 
 
ア 研究助成事業 …………………………………………………………………………… 1 

1. 日中笹川医学奨学金制度（日本財団助成事業） 

2. 共同研究等助成事業 

3. 若手日本在留中国人研究者助成事業 

4. 中国人医師・研究者招聘事業 

 

イ 学術会議開催事業 ……………………………………………………………………… 3 

1. 主催事業 

2. 共催・後援事業 

 

ウ 医療協力事業 …………………………………………………………………………… 4 

1. 笹川医学奨学金進修生同学会事業（日本財団助成事業） 

2. 医療の国際化に係わる事業 

3. 専門家派遣事業 

4. 医療関連訪日団等招請事業 

5. 訪中団派遣事業 

6. その他医療協力事業 

 

エ 広報事業 ………………………………………………………………………………… 6 

1． 機関誌『日中医学』（第 41巻）の刊行 

2． 『日中医学協会 40年史』ホームページ特設サイトの制作 

3． 機関誌『日中医学』デジタル版のオープンアクセス化 

4． 機関誌『日中医学』リニューアル検討 

5． 日中間の医学・医療交流に関する情報の発信 

6． その他広報関連事業 

 
 
－総務の部－ 
 

Ⅰ．中国国家衛生健康委員会関係部門との協議 ………………………………………… 7 

 

Ⅱ．財務基盤の拡充について ……………………………………………………………… 7 

 

Ⅲ．協会運営に係わる事項 ………………………………………………………………… 7 

 

- 2 -



２０２６年度事業計画 

－事業の部－ 

ア 研究助成事業

1. 日中笹川医学奨学金制度（日本財団助成事業）

(1)学位取得コース［助成期間：3年間］

① 第 45期研究者  9 名（2024 年来日）への助成

② 第 46期研究者 10 名（2025 年来日）への助成

③ 第 47期研究者 10 名（2026 年来日）への助成

 研究者認定式の開催（4月 16 日）

 助成継続可否審査（中間評価）の実施（2027年 3月）

④ 第 48期研究者 10 名（2027 年来日）募集・選考

(2)ポストドクターコース［助成期間：2年間］

① 第 46期研究者 7 名（2025年来日）への助成

 研究報告会・修了式の開催（2027年 4月）

② 第 47期研究者 2 名（2026年来日）への助成

 研究者認定式の開催（4月 16 日；学位取得コースと併催）

 助成継続可否審査（中間評価）の実施（2027年 3月）

③ 第 48期研究者 10 名（2027 年来日）募集・選考

(3)共同研究コース［助成期間：最長 6 か月間］

① 第 46期研究者 1名（2026年来日）への助成

② 第 47期研究者 9 チーム及び 3名（2026 年来日）への助成

 共同研究者集会の開催（9月 16日）

③ 第 48期研究者 10 チームまたは 10名（2027年来日）募集・選考

2. 共同研究等助成事業

1）助成のあり方に関する検討

3. 若手日本在留中国人研究者助成事業

1）助成のあり方に関する検討
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4. 中国人医師・研究者招聘事業 

1）日中消化器内視鏡臨床診断治療・病理合同研修プロジェクト 

(1) 第二次プロジェクト第 10期研修生の招請（2025 年招請の延期） 

(2) 第三次プロジェクトの契約締結と準備 

 

2）その他事業（腎臓内科医師育成プロジェクト等） 
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イ 学術会議開催事業 

1. 主催事業 

1) 日中医学交流会議 2026 （中華医学会と共同） 

(1) 主  題  未定（中華医学会と協議のうえ決定） 

(2) 開 催 日  未定 

(3) 開催場所  日本国内 

 

2) 医療の国際化に係わるシンポジウム等 

 

 

2. 共催・後援事業 
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ウ 医療協力事業 

1. 笹川医学奨学金進修生同学会事業（日本財団助成事業） 

1) 2026年度事業 

(1) 短期診療技術・技能研修 

① 腹腔鏡技能研修（5月，ハルビン/ハルビン市第一医院） 

② 辺境地域医療従事者総合診療研修（6月，昆明/昆明医科大学） 

③ 睡眠関連高血圧症予防治療研修（7 月，ウルムチ/新疆ウイグル自治区人民医院） 

④ 内視鏡技能研修（8月，瀋陽/中国医科大学盛京医院） 

⑤ 呼吸器疾患診療治療技能研修（11 月，北京/中日友好医院） 

⑥ 産婦人科診療研修（12月，北京/北京協和医院） 

 

(2) 中長期診療技術・技能研修 

① 中西医結合研修（7 月～6 か月間，2 名，ハルビン/黒龍江省中医薬科学院） 

② 高齢者看護研修（7月～6か月間，2名，成都/四川大学華西医院） 

③ 口腔治療研修（7 月～6か月間，2 名，長春/吉林大学口腔医院） 

④ 高血圧症研修（7月～6か月間，2名，ウルムチ/新疆ウイグル自治区人民医院） 

 

(3) 学術会議 

① 日中ハイエンド医学フォーラム（12月，北京） 

② 日中笹川医学奨学金制度＜共同研究コース＞帰国後成果報告会（3 月，北京） 

 

(4) 地域医療支援活動（県級病院医療従事者のレベルアップ支援） 

① 吉林省医療支援活動（7月，吉林大学附属口腔医院） 

② 黒竜江省医療支援活動（9月，黒竜江省中西医結合学会） 

③ 陝西省医療支援活動（10月，西安交通大学第二附属医院） 

④ 湖南省医療支援活動（11月，中南大学湘雅二医院） 

 

(5) 支部学術交流会 

① 華東地区支部学術交流会（5 月） 

② 西南地区支部学術交流会（6 月） 

③ 西北地区支部学術交流会（7 月） 

④ 東北地区支部学術交流会（8 月） 

⑤ 華北地区支部学術交流会（10 月） 

⑥ 華南地区支部学術交流会（10 月） 

⑦ 日本支部学術交流会（3月） 

 

(6) 専門家派遣：上記(1)～(5)の事業に係わる専門家の派遣 
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(7) 2025年度笹川医学奨学金進修生同学会事業監査 

 

2) 笹川医学奨学金進修生同学会事業の評価/あり方検討 

 

 

2. 医療の国際化に係わる事業 

1) 日本式医療の拠点化に向けた事業性調査（継続） 

(1) 生活習慣病（高血圧・糖尿病）の予防と治療に関する日本式医療の検討 

 

2) その他事業（インバウンド事業等） 

 

 

3. 専門家派遣事業 

1) 中国の医療機関・学術会議等への日本人専門家派遣（オンライン派遣を含む） 

 

 

4. 医療関連訪日団等招請事業 

1) 中国医療関連訪日団の招請 

(1) 科学技術振興機構（JST）「国際青少年サイエンス交流事業」（さくらサイエンス

プログラム）による招請事業 

(2) 法人会員、任意の医療機関・団体等からの申し出に基づく招請事業 

 

2) 中国医療関連訪日者の招請 

(1) 法人会員、任意の医療機関・団体等からの申し出に基づく招請支援 

(2) 中国の医療機関が派遣する医療従事者の訪日研修支援 

 

 

5. 訪中団派遣事業 

1) 中国医療事情視察団の派遣（参加者自己負担） 

 

 

6. その他医療協力事業 
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エ 広報事業 

1. 機関誌『日中医学』(第 41巻)の刊行  

第 1号 日中医学協会財団設立 40 周年のあゆみと展望 2026年  5月発行 

第 2号 日中における医療への AI の活用の現状 2026年  8月発行 

第 3号 日中における慢性腎臓病の現状と展望 2026年 11月発行 

第 4号 日中における環境問題と予防医学 2027年  2月発行 

 

 

2. 『日中医学協会 40 年史』ホームページ特設サイトの制作  

 

 

3. 機関誌『日中医学』デジタル版のオープンアクセス化 

 

 

4. 機関誌『日中医学』リニューアル検討 

 

 

5. 日中間の医学・医療交流に関する情報の発信（ホームページ、メール配信等） 

 

 

6. その他広報関連事業 
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－総務の部－ 

 

Ⅰ．中国国家衛生健康委員会関係部門との協議 

1. 日中医学協会―国際合作司の相互協定（協議継続） 

2. 日中医学協会―国際交流与合作中心の事業協力協定（協議継続） 

 

 

Ⅱ．財務基盤の拡充について 

Ａ．中長期ビジョン計画策定委員会による検討 

（会員拡大、寄附金募金活動/研究助成、日中医療交流に係わる事業等） 

Ｂ．日本財団に対する助成金申請 

 

 

Ⅲ．協会運営に係わる事項 

Ａ．法改正への対応（労働基準法等） 

Ｂ．ＤＸ/デジタルトランスフォーメーションへの対応 

――新しい事業・サービスの創出 
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